
 人と人との関係が希薄になっている社会のなかで、孤独や不安を感じて暮らす人々が増えてい

ます。人と人とのふれあいを取りもどし、心豊かに生きぬく力について、カウンセリングの事例

を通して考えていきます。参加者との交流をおこない、体験演習なども取り入れながら進めて参

ります。 
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環境人間学部 准教授 井上靖子  

  ▼ 講座の概要 

 
 
 
 
 
 
  ▼ 講座内容 

 

平成２６年度兵庫県立大学 生涯学習講座 

 

人と人が関わり癒える力 
～ カ ウ ン セ リ ン グ の 現 場 か ら ～ 

実施日:平成２６年１０月２５日（土） 

時間：13：00 ～ 16：10  

 

 昨今、カウンセリングの現場で、いじめや虐待のエピ

ソードを訴える人々が増えています。家族や友人など身

近な人々にも本音を言えない、親も子どもにどう関わっ

てよいかわからない、攻撃的な言葉や行動を発散させる

などの問題もよく聴きます。目の前の人に気持ちを表現

できず、人と人との関わりで心傷つく人々が少なくあり

ません。そこで、人と人との触れ合いを取り戻し、心豊

かに生き抜く力について、受講者の方々の経験談や演者

のカウンセリング事例を通して考えてみました。誰かが 

誰かを癒すのでもなく、癒されるのでもない。相手に対する傾聴と共感を続けることで、人と人

との関わりが深まり、そこで思いがけない出来事が生じて、癒えるという事象に授かるのです。

心は私たちが考える以上にからだにも通じる深い世界があり、言葉だけではなかなか伝えられな

い思いがあります。言葉だけで理解するのではなく、その思いを想像しながら関わることで人と

の関係も変化することがあります。また価値観が多様化し、先行きが見えない状況のなかで、自

分のありのままを訴えられる心の友を持つことが必要になっています。その対象は人に限らず、

動物、植物、自然、祖先でもよいのです。こうした話し合いの後、柔らかい軽量粘土に触れてい

ただき、自分の心と対話し、他者の表現を受け入れるという体験演習（粘土療法）をしていただ

きました。受講者がお互いに話し合え、人と人が関われる愉しさを味わっていただけたかと存じ

ます。 


